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く ま も と じ か ん

平成 28 年 熊本地震の義援金を募集しています
　熊本県と日本赤十字社では、平成 28年 4月 14 日に発生した熊本地震によって被害を受けられ
た被災者を支援するための義援金を募集しています。（平成 28年６月 30日まで）
　本町は、過去に、中越大震災や長野県北部地震など大きな災害を経験しましたが、その都度、全
国から多くのご支援をいただき、被災者をはじめ、全町民が復興への勇気を取り戻すことができま
した。
　同じ大規模災害を受けた被災地として、この災害で被災をされた方々の生活再建を支援するため、
町民の皆さんのご協力をお願いします。

●熊本県を通じて募金する場合
　口　座　名　　熊本地震義援金　熊本県知事　蒲島郁夫（かばしまいくお）

　口座番号　　肥後（ひご）銀行　県庁支店（普）1639261

　　　　　　　熊本銀行　県庁支店（普）3012170

　銀行または信用金庫窓口からお振り込みください。

●日本赤十字社を通じて募金する場合
　日本赤十字社で義援金の募集を行っています。

　銀行振込または郵便振替（郵便局・ゆうちょ銀行）をご利用いただけます。

　詳しくは、日本赤十字社の HP「http://www.jrc.or.jp/contribute/help/28/」をご確認ください。

※今月はつなんじかんをお休みさせていただきます

熊本県では断水、土砂災害や家屋の倒壊など甚大な被害があり、被災者支援、ライフラインの復旧のために自衛隊や
DMAT、消防隊が活動中です。また全国からも支援の手がさしのべられています。



町では津南音声訳の会さんに広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、
詳しくは総務課（℡765-3112）までお問い合わせください。
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特 
集
Topic

平
成
28
年
度

津
南
町
当
初
予
算
の
概
要

　

新
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
に
引
き
続
き
財
政
の
健
全
性
を

保
ち
な
が
ら
、
子
育
て
・
教
育
・
福
祉
の
充
実
、
地
域
経
済
の
進
展
、
一
層
の
住

民
負
担
軽
減
を
柱
と
し
た
「
強
く
て
ど
こ
よ
り
も
や
さ
し
い
つ
な
ん
」
づ
く
り

に
向
け
た
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
予
算
が
対
前
年
比
10
．
４
％
増
の
75
億
３
０
０
万

円
、
国
民
健
康
保
険
や
下
水
道
、
病
院
事
業
な
ど
の
特
別
会
計
と
合
わ
せ
た
総

額
は
、
対
前
年
比
６
．
47
％
増
の
１
３
４
億
７
，
０
５
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
重
点
施
策
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

●公共施設等総合管理計画の策定

　（公共施設を状況把握し、更新・長寿命化のための管理計

画を策定します）

●ふるさとづくり開発推進事業

　（ふるさと納税事務委託による特産品のＰＲ）

●地域おこし協力隊の増員

●長野県北部地震による地殻変動のための地籍補正調査

●津南小校舎の増改築設計及び駐車場拡大工事

●ジオパークガイド養成・主要サイト整備

●スポーツ関係事業等の業務委託

　（ＮＰＯ法人Ｔａｐへ委託）

総 務 費

民生・衛生費

自主財源（町が自主的に収入とすることができる財源）
■町税
町が独自で課税 ･徴収することができる税金で町民税、固
定資産税、軽自動車税など。

■諸収入
延滞金、預金利子、雑入などの他の科目に含まれない金額。

■繰越金
前年度から今年度へ持ち越した金額。

依存財源（国や県から交付される財源や町債）
■地方交付税
全国の市町村が標準的な行政運営が行えるように国から
町に交付されるお金。

■町債
公共施設の整備など長期間にわたって利用でき、多額の経
費が必要なものの財源に充てる町の借入金。

■国庫支出金
特定の事業に対して、国が町へ交付するお金。

■県支出金
特定の事業に対して、その財源の一部を県が支出するお金。

■地方消費税交付金
地方消費税の一部を財源として、県が人口と従業者数で按

あん

分し、町に交付するお金。

用語の説明

歳  入 一般会計75億300万円の内訳

10億2,135万円
町税

（13.6％）

30億6,500万円
地方交付税
（40.9％）

9億4,950万円
町債

（12.7％）

目的別
歳　入

3億4,316万円
繰入金（4.6％）

1億5,000万円
繰越金（2.0％）

2億1,229万円
その他（2.8％）

1億1,225万円
諸収入（1.5％）

自主財源
24.5％

8,923万円
その他（1.1％）

7億9,274万円
国庫支出金
（10.6％）

5億8,792万円
県支出金
（7.8％）

1億7,956万円
地方消費税交付金（2.4％）

依
存
財
源
75.5％
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●障害者福祉施設建設事業

　（地域活動支援センターの建設をします）

●不妊治療費助成金、妊産婦医療費助成、医学生等修学資金

貸与、子ども医療費助成

●町立津南病院への運営費補助

●ニュー・グリーンピア津南整備事業

●住宅改修補助（上限20万円）

→詳しくはかわらばん10ページをご覧くだ

さい

●町営住宅（美雪町・大船団地）の建替え工事

●認証米作付補助

●小水力発電所管理（農業用導水路を活用した小水力発電に

よる売電及び施設管理）

●農地維持や資源向上のための多面的機能支払交付金事業

民生・衛生費商工費

土木費

農林水産業費
　

財
政
運
営
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
で
す
が
、
職
員
定
数
の
適
正
管

理
に
よ
る
人
件
費
削
減
や
、
経
費
削

減
を
徹
底
し
、
最
小
の
経
費
で
最
大

の
行
政
効
果
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
予
算
の
概
要
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
関
連
情
報
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

企
画
財
政
班

歳  出 一般会計75億300万円の内訳

■民生費
高齢者、障害者、乳幼児に対する福祉など、安定した社会生活を保障する
ための経費。
■教育費
小中学校の施設や、教育、公民館、社会教育など教育関係の経費。
■農林水産業費
農林業の振興や土地改良事業などに使われる経費。
■衛生費
健康の維持増進や環境整備など、健康で衛生的な生活を維持するための経費。
■総務費
自治振興、広報、戸籍、住民票、選挙、統計など役場運営の全般的な経費。
■土木費
道路や河川の維持管理、整備などの経費。
■公債費
町の借入金の元金や利子を支払うための経費。
■消防費
広域消防への負担金や、消防団の運営にかかる経費。
■商工費
商工業の振興、観光の振興にかかる経費。

目的別
歳　出

17億7,177万円
民生費
（23.6％）

6億3,868万円
教育費
（8.5％）

8億4,750万円
農林水産業費
（11.3％）

7億778万円
衛生費
（9.4％）

7億1,088万円
総務費
（9.5％）

16億1,970万円
土木費
（21.6％）

5億3,144万円
     公債費

　　　　　（7.1％）

3億3,384万円
消防費（4.5％）

2億5,045万円
商工費（3.3％）

9,096万円
その他（1.2％）

用語の説明
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一般会計予算を町民ひとり当たりで計算すると…735,300円

商 工 費

24,545円8,914円

その他（議会費・労働費等）

総 務 費

69,666円

32,717円

消 防 費

教 育 費

62,591円69,363円

衛 生 費

土 木 費

158,732円52,081円

公 債 費

民 生 費

173,635円

農林水産費

83,056円

●平成 28 年４月１日現在の人口 10,204 人で換算

区       　　分 平成28年度 平成27年度 対前年比（％）

一般会計 75億 300万円 67億9,600万円 10.4

特
別
会
計
・
事
業
会
計

国民健康保険特別会計 12億9,996万円 13億3,061万円 △ 2.3

後期高齢者医療特別会計 1億1,066万円 1億1,525万円 △ 4.0

介護保険特別会計 18億1,066万円 16億4,820万円 9.9

簡易水道特別会計 1億3,993万円 1億3,152万円 6.4

下水道事業特別会計 3億9,383万円 3億8,357万円 2.7

農業集落排水事業特別会計 2億9,836万円 2億9,322万円 1.8

病院事業会計 19億1,412万円 19億5,389万円 △ 2.0

計 59億6,752万円 58億5,626万円 1.9

合　　　計 134億7,052万円 126億5,226万円 6.5

対前年比伸び率
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前
年
度
比
50
倍
の

１
億
６
千
万
円
集
ま
る

　

昨
年
度
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
、

寄
付
い
た
だ
い
た
額
は
総
額
で
１
億
６
千
万
円

（
前
年
度
比
50
倍
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
寄
付
の
件
数
も
、
四
千
五
百
件
を
超

え
、
こ
ち
ら
も
前
年
度
比
１
０
０
倍
を
記
録
。

　

昨
年
10
月
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
サ
イ
ト

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
そ
の
影
響
も
あ
り
、
寄
付

　

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
返
礼
の
品
も
津
南
ブ
ラ

ン
ド
を
よ
り
強
く
し
な
が
ら
、
そ
の
品
揃
え
を

充
実
し
て
い
き
ま
す
。

　

品
揃
え
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
ふ
る
さ
と

納
税
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
カ
タ
ロ
グ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。津
南
町
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
町
外
・

県
外
の
か
た
へ
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

■
予
算
・
ふ
る
さ
と
納
税
の
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
企
画
財
政
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２

の
件
数
・
金
額
と
も
に
前
年
度
と
比
べ
大
幅
に

ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
寄
付
し
た
人
が
、
そ
の
活

用
法
に
つ
い
て
、
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今

年
度
は
、
い
た
だ
い
た
浄
財
を
希
望
に
沿
っ
た

形
で
つ
か
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ふるさと納税でよく選ばれる

第１位

第１位 61.1%

31.9%

第２位

第２位 16.2％

22.9％

第３位

第３位 10.5%

15.8%

お米

関東甲信越

町長に任せる

アスパラ

関　西

子育てのしやすい町づくり

スイートコーン

東　海

風土・文化・自然の保護

●人気の特産品ランキング

●都道府県別寄付額ランキング

●使いかた選択ランキング

実に納税いただいたかたの６割以上が選んでくださった「お米」。

特に津南町認証米の人気が高く、２位３位も津南のおいしい野菜に興

味をもってもらっていることがわかりました。

首都圏からの寄付が全体の約 6割を占めました。

いただいた浄財は寄付してくださったかたが使い道を選択できます。
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「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
賃

金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
低
所
得
の
高

齢
者
を
支
援
す
る
た
め
、
臨
時
福
祉
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者

　

給
付
基
準
日
（
平
成
27
年
１
月
１
日
）
に
お

い
て
次
の
①
、
②
及
び
③
に
該
当
す
る
か
た

①
津
南
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
か
た

②
平
成
27
年
度
市
町
村
民
税
（
均
等
割
）
が
課

税
さ
れ
て
い
な
い
か
た

③
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
65
歳
に
な
る
か

た
（
昭
和
27
年
４
月
１
日
以
前
に
出
ま
れ
た

か
た
）

※
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
除
き
ま
す
。

・
平
成
27
年
度
市
町
村
民
税
（
均
等
割
）
が
課

税
さ
れ
て
い
る
か
た
の
扶
養
親
族

・
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者

■
給
付
額　

対
象
者
１
人
に
つ
き
３
万
円

■
申
請
手
続
き　

該
当
に
な
る
と
思
わ
れ
る
か

た
に
４
月
中
旬
に
町
か
ら
申
請
書
類
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
か
た
で
、

　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
長
生
学

園
水
墨
画
ク
ラ
ブ
の
「
春
の
水
墨
画
展
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

個
性
豊
か
な
作
品
や
力
作
揃
い
の
展
示
会
で

す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
展
示
期
間　

４
月
29
日
㈮
～
５
月
８
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
８
時

■
展
示
会
場

　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー　

３
階　

和
室

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
公
民
館

　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４

　

町
で
は
壮
年
、
高
齢
者
向
け
健
康
づ
く
り
の

た
め
に
健
骨
体
操
教
室
を
町
内
30
会
場
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
各
地
区
の
健
骨
体
操
教
室
を
充
実
し

益
々
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
健
骨
体
操
指
導
者
の
養
成
講
座
を
左

記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
指
導
者
と
し
て
活

動
し
て
み
た
い
か
た
、
ま
た
健
康
づ
く
り
事
業

に
か
か
わ
っ
て
み
た
い
か
た
は
下
記
担
当
ま
で

申
込
み
く
だ
さ
い
。
不
明
な
点
や
詳
細
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金（
高
齢
者
向
け
）の

支
給
に
つ
い
て

長
生
学
園
水
墨
画
ク
ラ
ブ

「
春
の
水
墨
画
展
」の
開
催
に
つ
い
て

健
骨
体
操
指
導
者
を
募
集
し
ま
す
!!

健
骨
体
操
指
導
者
養
成
講
座

の
ご
案
内

か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

暮らしの
情報満載

申
請
書
類
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
福
祉
保

健
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

受
け
付
け
た
申
請
書
を
審
査
し
、
申
請
日
の

翌
月
末
に
、
申
請
書
に
記
載
し
た
指
定
口
座
に

入
金
し
ま
す
。

■
申
請
受
付
期
間

　

平
成
28
年
４
月
15
日
～
７
月
15
日

■
お
問
い
合
わ
せ　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

■
内
容　

健
骨
体
操
の
実
際
と
教
え
方
等

■
期
間　

５
月
19
日
㈭
～
７
月
28
日
㈭

　
　
　
　
　

週
１
回　

㈭
半
日

　
　
　
　
　

全　

11
回
コ
ー
ス

■
講
師　

㈲
エ
リ
ア
ド
ゥ

　

健
康
運
動
指
導
士　

関
口
陽
子
先
生

■
実
施
会
場　

総
合
セ
ン
タ
ー
又
は
津
南
町
役
場

■
参
加
費　

無
料

■
対
象
者　

町
内
に
お
住
い
の
か
た
で
教
室
運

営
（
概
ね
週
１
回
／
半
日
）
に
協
力
い
た
だ
け

る
か
た

■
お
申
し
込
み
・
締
め
切
り

　

平
成
28
年
５
月
９
日
㈪

　

担
当　

福
祉
保
健
課　

健
康
班　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

◆
役
場
・
病
院
の
人
事
が
次
の
よ
う
に
発
令
さ
れ

ま
し
た
。

■
退
職（
３
月
31
日
付
）

▼
総
務
課
長	

小
野
塚
均

▼
建
設
課
長	

石
橋
亮
一

▼
議
会
事
務
局
長	

丸
山
吉
松

▼
税
務
町
民
課
長	

村
山
郁
夫

▼
福
祉
保
健
課
健
康
班
長	

藤
ノ
木
恵
美
子

▼
建
設
課
上
下
水
道
班
長	

大
平
繁
則

▼
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
班
長	

板
場
勇
司

▼
税
務
町
民
課
町
民
班
長	

板
場
麻
実

▼
ひ
ま
わ
り
保
育
園
長	

富
沢
一
子

▼
こ
ば
と
保
育
園
長	

桑
原
悦
子

▼
北
部
保
育
園
長	

中
沢
美
智
子

▼
ひ
ま
わ
り
保
育
園
主
任
保
育
士	

山
田
幸
子

▼
津
南
病
院
歯
科
医
長	

西
村
安
義

▼
津
南
病
院
管
理
部
医
事
班
長	

鈴
木
隆
一

▼
津
南
病
院
総
看
護
師
長	

樋
口
弘
子

▼
津
南
病
院
病
棟
看
護
師
長	

広
瀬
陽
子

▼
津
南
病
院
外
来
副
看
護
師
長	

石
澤
ヒ
ロ
子

▼
津
南
病
院
病
棟
副
看
護
師
長	

久
保
田
恵
子

▼
津
南
病
院
病
棟
副
看
護
師
長	

市
川
と
も
子

▼
津
南
病
院
主
任
臨
床
検
査
技
師	

津
端
恵
子

▼
津
南
病
院
主
任
臨
床
検
査
技
師	

江
村
京
子

▼
津
南
病
院
准
看
護
師	

石
澤
千
代
子

■
新
採
用（
４
月
１
日
付
）

▼
税
務
町
民
課
主
事	

緑
川
佳
也

▼
福
祉
保
健
課
主
事	

原　

芳
枝

▼
福
祉
保
健
課
主
事	

城
沢
智
栄

▼
地
域
振
興
課
主
事	

中
澤
友
也

▼
建
設
課
主
事	

中
澤
義
貴

▼
建
設
課
技
師	

小
林　

亮

▼
わ
か
ば
保
育
園
保
育
士	

島
田
彩
菜

今
春
の
人
事
異
動
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毎
月
10
日
は
あ
い
さ
つ
の
日
、
19
日
は
イ
ク

の
日
（
育
の
日
）
と
し
て
町
ぐ
る
み
の
子
育
て

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
幼
児
と
小
・
中
学
生
を
合
わ
せ
て
約

１
０
０
０
名
の
子
宝
で
す
。
津
南
の
未
来
を
拓

く
子
ど
も
た
ち
を
み
ん
な
で
守
り
育
て
る
た
め

に
、
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

　

家
庭
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
が
子
ど
も
た

ち
に
声
を
掛
け
る
こ
と
こ
そ
、
社
会
性
の
芽
を

育
て
、
心
身
の
成
長
を
助
け
ま
す
。

　

十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は
、
地
域
の
救
命

率
向
上
を
目
指
し
、
毎
月
、
応
急
手
当
講
習
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

■
会
場　

十
日
町
地
域
消
防
本
部　

３
階
講
堂

■
救
命
入
門
コ
ー
ス
Ⅰ

・
日
時　

５
月
19
日
㈭
・
６
月
28
日
㈫
・
７
月

８
日
㈮
・
８
月
９
日
㈫
・
９
月
９
日
㈮
・
11

月
９
日
㈬
・
12
月
９
日
㈮
・
２
月
９
日
㈭　

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

・
内
容　

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い

■
救
命
入
門
コ
ー
ス
Ⅱ

・
日
時　

７
月
７
日
㈭
・
８
月
10
日
㈬
・
10
月

７
日
㈮　

午
後
７
時
～
９
時

・
内
容　

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱

い
・
異
物
除
去
・
止
血
法		

育
ネ
ッ
ト
つ
な
ん　

地
域
部
会

よ
り
お
知
ら
せ
と
お
願
い

応
急
手
当
講
習
会

開
催
の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
は
、
毎
月
、
広
報
つ
な
ん
の
カ
レ
ン

ダ
ー
に
「
あ
い
さ
つ
の
日
」
と
「
育
の
日
」
を

記
載
し
ま
す
。
あ
い
さ
つ
の
日
に
は
、
ち
ょ
っ

と
玄
関
先
に
出
て
登
下
校
の
子
ど
も
た
ち
に
声

掛
け
を
し
て
い
た
だ
け
る
と
、
町
の
雰
囲
気
が

一
段
と
明
る
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
育
の
日
」
は
ノ
ー
テ
レ
ビ
デ
ー
や
早
寝
早
起

き
朝
ご
は
ん
等
に
関
す
る
取
組
の
強
化
デ
ー
で

す
。
子
ど
も
が
い
る
ご
家
庭
で
は
、
テ
レ
ビ
を

見
な
い
日
へ
の
挑
戦
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
こ

の
日
は
テ
レ
ビ
以
外
の
団
ら
ん
や
お
手
伝
い
が

で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

■
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

・
日
時　

７
月
９
日
㈯
・
10
月
８
日
㈯
・
１
月

28
日
㈯　

午
前
９
時
～
正
午

・
内
容　

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱

い
・
異
物
除
去
・
止
血
法

■
上
級
救
命
講
習

・
日
時　

12
月
10
日
㈯

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

・
内
容　

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱

い
・
異
物
除
去
・
止
血
法
・
傷
病
者
管
理
・

外
傷
の
応
急
手
当
・
搬
送
法

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
地
域
消
防
本
部
（
℡
７
５
７
‐

１
５
５
８
）
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.tokam

achi-kouiki.jp/

）

※
毎
月
「
お
知
ら
せ
版
・
わ
が
家
の
生
活
カ
レ

ン
ダ
ー
」
に
掲
載
し
ま
す
。

津南ひまわり広場で結婚式を挙げてみませんか ?

カップル必見 !!
新郎新婦大募集 !!

　50 万本のひまわり畑の真ん中で結婚式を挙
げてみませんか？今年の新郎新婦を大募集しま
す。国際ホテル・ブライダル専門学校の学生が
お二人のご要望をお聞きし、ここでしかできな
い斬新で素敵な演出を企画します。プロデュー
ス費用も無料 !! ぜひ、ご応募ください。
■条件
　①結婚していて挙式がまだのカップル。
　②結婚する予定があるカップル。
　③上記の条件で開催日に合わせられること。
■開催日／平成 28年 7月 31日㈰予定
■応募方法／お問い合わせください。	
■応募締切／平成 28年 5月 16日㈪
■お問い合わせ先
　wish 国際ホテル・ブライダル専門学校
　TEL.025-290-5600

▼
中
津
保
育
園
保
育
士	

山
田
麻
貴

▼
津
南
病
院
臨
床
検
査
技
師	

富
井
咲
子

▼
津
南
病
院
看
護
師	

冨
沢
映
里
可

■
内
部
異
動（
４
月
１
日
付
班
長
級
以
上
）

▼
総
務
課
長	

根
津
和
博

▼
議
会
事
務
局
長	

村
山
詳
吾

▼
税
務
町
民
課
長	

上
村
栄
一

▼
建
設
課
長	

柳
澤
康
義

▼
福
祉
保
健
課
健
康
班
長	

髙
橋
昌
史

▼
総
務
課
総
務
班
長	

鈴
木
正
人

▼
建
設
課
土
木
班
長	

鴨
井
栄
一
郎

▼
地
域
振
興
課
商
工
観
光
班
長	

石
沢
久
和

▼
総
務
課
企
画
財
政
班
長	

保
坂
晃
久

▼
税
務
町
民
課
税
務
班
長	

鈴
木
真
臣

▼
税
務
町
民
課
町
民
班
長	

五
十
嵐
誠

▼
福
祉
保
健
課
福
祉
班
長	

風
巻
優
子

▼
教
育
委
員
会
子
育
て
教
育
班
長	

滝
沢
泰
宏

▼
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
班
長	

滝
沢
直
樹

▼
建
設
課
上
下
水
道
班
長	

涌
井　

昇

▼
ひ
ま
わ
り
保
育
園
長	

小
島
伸
子

▼
北
部
保
育
園
長	

鈴
木
美
奈
子

▼
こ
ば
と
保
育
園
長	

大
島
克
子

▼
中
津
保
育
園
長	

石
橋
桂
子

▼
わ
か
ば
保
育
園
長	

津
端
礼
子

▼
津
南
病
院
総
看
護
師
長	

福
原
律
子

▼
津
南
病
院
病
棟
看
護
師
長	

風
巻
眞
理
子

▼
津
南
病
院
病
棟
副
看
護
師
長	

鳴
海
ま
り
子

▼
津
南
病
院
病
棟
副
看
護
師
長	

柳
澤
里
子

▼
津
南
病
院
外
来
副
看
護
師
長	

本
田
浩
美

▼
津
南
病
院
管
理
部
医
事
班
長	

涌
井
昌
直
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◆
町
内
の
小
中
学
校
に
転
入
さ
れ
た
教
職
員
の

皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
敬
称
略（　

）内
は
前
任
校
た
だ
し

　

十
日
町
圏
域
以
外
は
前
任
市
町
村
】

●
上
郷
小
学
校

	

教
頭　
　

小
堺
香
織（
倉
俣
小
）

	

教
諭　
　

大
島
翔
太（
長
岡
市
）

	

養
護
教
諭　
　

高
野
真
里（
新
採
用
）

●
芦
ケ
崎
小
学
校

	

主
事　
　

田
村
智
美（
南
魚
沼
市
）

●
津
南
小
学
校

	

教
諭　
　

阿
部
紀
子（
下
条
小
）

	

教
諭　
　

佐
藤
知
美（
三
条
市
）

	

教
諭　

吉
田　

泉（
南
魚
沼
市
）

	

教
諭　

小
林
い
づ
み（
刈
羽
村
）

	

教
諭　
　

佐
藤
吉
将（
新
採
用
）

●
津
南
中
学
校

	

教
諭　
　

大
口
礼
子（
水
沢
中
）

	

教
諭　
　

佐
藤
政
幸（
水
沢
中
）

	

教
諭　

貝
瀬　

栄（
南
魚
沼
市
）

	

教
諭　
　

村
山
太
郎（
村
上
市
）

	

教
諭　
　

藤
田　

譲（
柏
崎
市
）

	

教
諭　
　

新
井　

健（
新
採
用
）

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
住
宅
改
修
補
助
と
被

災
住
宅
改
修
補
助
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
者

・
津
南
町
民
で
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
人
。

・
補
助
を
受
け
る
住
宅
に
居
住
す
る
所
有
者

・
過
去
に
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
人
。
た
だ

し
、
補
助
金
交
付
申
請
日
に
お
い
て
満
70
歳

以
上
の
方
ま
た
は
中
学
生
以
下
の
方
が
い
る

世
帯
に
お
い
て
は
、
過
去
に
10
万
円
の
満
額

を
受
け
た
人
で
も
再
度
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
工
事

・
住
宅
の
改
修
・
改
築
工
事
及
び
下
水
道
つ
な

ぎ
込
み
工
事
等（
門
や
塀
、庭
園
、電
化
製
品

等
は
対
象
外
で
す
。）

・
対
象
工
事
が
他
の
補
助
金
も
し
く
は
助
成
金

又
は
保
険
給
付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
工
事

■
施
工
業
者
・
工
事
費
等
の
条
件

・
町
内
に
本
社
も
し
く
は
営
業
所
を
有
し
て
い

て
、
営
業
し
て
い
る
法
人
及
び
個
人
の
業
者

が
施
工
す
る
工
事

・
対
象
工
事
費
が
税
抜
き
で
20
万
円
以
上
で
あ
る
。

・
11
月
30
日
㈬
ま
で
に
金
額
が
確
定
出
来
る
工
事
。

■
補
助
率
・
補
助
限
度
額

・
対
象
工
事
費
の
20
％
（
千
円
未
満
切
捨
て
）

・
限
度
額
10
万
円　

た
だ
し
、
対
象
者
の
た
だ

し
書
き
に
定
め
る
世
帯
は
限
度
額
20
万
円

■
申
請
期
限　

６
月
30
日
㈭

　

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
築
さ
れ
た
旧
耐
震

基
準
の
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
さ
れ
る
か
た

を
対
象
に
診
断
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
耐
震
診
断
方
法

　

津
南
町
耐
震
診
断
士
登
録
制
度
に
よ
り
登
録

さ
れ
た
診
断
士
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　

診
断
に
あ
た
っ
て
は
壁
材
等
は
が
し
た
り
す

る
こ
と
は
せ
ず
、
主
に
内
外
観
（
建
物
の
形
状
、

壁
量
、
壁
の
材
質
、
建
物
の
劣
化
状
況
等
）
に

よ
り
診
断
し
ま
す
。

■
補
助
後
の
自
己
負
担
額　

一
律
１
万
円

■
申
請
期
限　

９
月
30
日
㈮

■
補
助
対
象
者

①
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
住
宅
（
併
用
住

宅
を
含
む
）
を
所
有
者

・
津
南
町
内
の
個
人
所
有
の
一
戸
建
て
住
宅

・
現
在
、
居
住
し
て
い
る
住
宅

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
住
宅

・
住
宅
の
主
要
な
部
分
が
木
造
の
住
宅

②
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
人

　

町
内
在
住
者
が
住
宅
を
克
雪
住
宅
に
新
築・

増
改
築・
屋
根
改
良
す
る
場
合
に
対
象
に
な
り

ま
す
。

■
補
助
金
の
額　

対
象
と
な
る
工
事
費
（
上
限

２
５
０
万
円
）
を
基
準
と
し
、
対
象
工
事
費
に

０
．
２
６
４
を
乗
じ
て

・
融
雪
式
・
耐
雪
式
は
、２
／
３
を
乗
じ
た
額

　
（
上
限
44
万
円
）

・
落
雪
式
・
高
床
落
雪
式
は
、
１
／
２
を
乗
じ

た
額
（
上
限
33
万
円
）

・
た
だ
し
融
雪
式
・
耐
雪
式
の
要
援
護
世
帯
は
、

５
／
６
を
乗
じ
た
額
（
上
限
55
万
円
）

・
落
雪
式
・
高
床
落
雪
式
の
要
援
護
世
帯
は
、

２
／
３
を
乗
じ
た
額
（
上
限
44
万
円
）

■
申
請
方
法　

補
助
金
の
申
請
書
は
工
事
着
手

前
（
最
低
１
週
間
前
）
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
対
象
住
宅
の
集
落
の
区
長
（
総
代
）
か

ら
同
意
を
得
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
期
限　

10
月
31
日
㈪

※
必
ず
工
事
着
手
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
内
容

・
融
雪
式

　

屋
根
融
雪
施
設
に
要
す
る
全
体
工
事

・
落
雪
式

　

屋
根
部
分
の
克
雪
化
に
要
す
る
経
費

・
落
雪
高
床
式

住
宅
改
修
補
助
事
業

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
料
を

補
助
し
ま
す

克
雪
す
ま
い
づ
く
り

支
援
事
業

■
工
事
を
す
る
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
原
則
、
工
事
着
手
前
に
申
請
し
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
、
補
助
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

建
設
課
よ
り
お
知
ら
せ

　

土
木
班　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

　

屋
根
及
び
高
床
部
分
（
１
ｍ
以
上
）
の
克
雪

化
に
要
す
る
経
費
。
た
だ
し
、
床
下
部
分
が
居

住
面
積
に
算
入
さ
れ
る
も
の
は
除
き
ま
す
。

・
耐
雪
式

　

3.5
ｍ
の
積
雪
に
耐
え
る
克
雪
化
に
要
す
る
経
費

■
そ
の
他

　

過
去
に「
克
雪
住
居
協
調
整
備
事
業
」や「
克

雪
住
宅
普
及
促
進
事
業
」
の
補
助
金
を
受
け
た

方
は
、
対
象
外
で
す
。
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３
歳
児
健
康
診
査
で
、
む
し
歯
の
な
か
っ
た

お
子
さ
ん
は
次
の
か
た
が
た
で
す
。

●
11
月
26
日
実
施

住
所

氏
名

米
原

藤
木
　
香
里
那（
か
り
な
）

上
加
用

太
田
　
浩
規（
ひ
ろ
き
）

赤
沢
12
区

関
谷
　
優
美（
ゆ
み
）

赤
沢
13
区

島
田
　
楓
斗（
ふ
う
と
）

芦
ケ
崎
24
区

内
山
　
莉
那（
れ
い
な
）

中
深
見
第
２

反
り
目
　
に
こ

●
１
月
８
日
実
施

住
所

氏
名

正
面
住
宅
団
地

河
田
　
隼
弥（
し
ゅ
ん
や
）

割
野
１
区

小
林
　
文
悟（
ぶ
ん
ご
）

美
雪
町

小
山
　
愛
心（
あ
こ
）

鹿
渡

吉
野
　
瑠
華（
る
か
）

鹿
渡
新
田

石
沢
　
歩（
あ
ゆ
む
）

反
里
21
区

石
田
　
彩
姫（
あ
や
め
）

３
歳
児
健
診
で

む
し
歯
の
な
か
っ
た
子

●
３
月
10
日
実
施

住
所

氏
名

十
二
ノ
木
２
区

中
澤
　
杏
俐（
あ
ん
り
）

卯
之
木

宮
澤
　
穂
香（
ほ
の
か
）

正
面
３
区

山
田
　
龍
明（
た
つ
あ
き
）

割
野
１
区

涌
井
　
遥
翔（
は
る
と
）

陣
場
下
４
区

福
原
　
彩
莉（
あ
や
り
）

大
割
野
１-

３

和
久
井
　
辰
平（
た
っ
ぺ
い
）

大
割
野
２-

２

小
島
　
颯
真（
そ
う
ま
）

大
割
野
２-

６

小
林
　
み
う

押
付

中
島
　
那
佐（
な
さ
）

中
深
見
第
１

田
中
　
美
香（
み
か
）

■
津
南
町
の
３
歳
児
の
む
し
歯

　

津
南
町
の
３
歳
児
む
し
歯
有
病
者
率
は
、例

年
県
平
均
よ
り
高
い
数
値
で
推
移
し
て
い
ま

す
が
、平
成
26
年
度
は
10
．９
％
（
県
平
均
13
．

９
％
）と
県
平
均
よ
り
も
低
く
、県
内
で
４
番
目

に
低
い
数
値
と
な
り
ま
し
た
。津
南
町
は
対
象

者
が
少
な
く
数
値
が
変
動
し
や
す
い
で
す
が
、

今
後
も
む
し
歯
の
な
い
子
が
増
え
る
よ
う
、各

ご
家
庭
で
の
む
し
歯
予
防
の
取
組
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

町
政
功
労
者

平
成
28
年
度

津南町議会議員として3期
12年町政の発展のため尽
力されました。

津南町議会議員として3期
12年町政の発展のため尽
力されました。

30年の長きにわたり、消
防団員としてよくその重責
を勤め、消防防災活動に
尽力されました。

自治功労自治功労消防防災功労

伊林　康男さん(十二ノ木)根津　勝幸さん(赤沢)石澤　功さん(大赤沢)

　

町
で
は
町
政
の
進
展
に
多
大
な
功
績
が
あ
っ
た
か
た
を「
町
政
功
労
者
」と
し
て
表
彰
し
て

い
ま
す
。今
年
度
は
こ
こ
に
紹
介
す
る
３
名
が
４
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
嘱
託
員
会
議
で
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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こ
の
冬
を
振
り
返
る

例年にない少雪 最高積雪は
２月18日に記録した１ｍ０４ｃｍ
累計降雪量も昨年の３分の１ほど

1日(24時間)で降った量を計測します。
役場の観測所では、9時12時15時の３回測り合計しています。

「初雪」から「消雪」まで一貫して一つの積雪計で測ります。
また雪自体の重みにより降雪時も嵩

かさ

が減る可能性があります。

あまり聞き慣れない「累計積雪量」ですが、初雪からの降雪
量をもとに解けて消えた分も含め足し上げた積雪量です。

日付 1 日の
降雪

累計
降雪量

積雪
（午前 9 時）

12/18 10 10 10 
12/19 5 15 10 
12/20 0 15 7 
12/21 0 15 3 
12/22 0 15 0 
12/23 0 15 -
12/24 0 15 -
12/25 0 15 -
12/26 2 17 2 
12/27 26 43 26 
12/28 19 62 42 
12/29 27 89 63 
12/30 36 125 60 
12/31 1 126 55 

1/1 5 131 55 
1/2 0 131 46 
1/3 0 131 40 
1/4 0 131 32 
1/5 0 131 26 
1/6 0 131 20 
1/7 0 131 6 
1/8 5 136 10 
1/9 2 138 7 

1/10 0 138 7 
1/11 15 153 20 
1/12 7 160 22 
1/13 4 164 24 
1/14 1 165 21 
1/15 4 169 24 
1/16 0 169 20 
1/17 5 174 24 
1/18 0 174 22 
1/19 8 182 26 
1/20 9 191 34 
1/21 23 214 54 

日付 1 日の
降雪

累計
降雪量

積雪
（午前 9 時）

1/22 24 238 68 
1/23 23 261 80 
1/24 2 263 70 
1/25 41 304 94 
1/26 13 317 85 
1/27 0 317 76 
1/28 0 317 66 
1/29 5 322 66 
1/30 26 348 80 
1/31 2 350 75 
2/1 7 357 76 
2/2 1 358 72 
2/3 22 380 86 
2/4 0 380 76 
2/5 3 383 72 
2/6 0 383 60 
2/7 15 398 72 
2/8 1 399 68 
2/9 0 399 62 

2/10 23 422 84 
2/11 20 442 92 
2/12 0 442 82 
2/13 0 442 68 
2/14 0 442 60 
2/15 1 443 52 
2/16 48 491 95 
2/17 1 492 72 

2/18 51 543 104 

2/19 0 543 84 
2/20 0 543 70 
2/21 0 543 61 

日付 1 日の
降雪

累計
降雪量

積雪
（午前 9 時）

2/22 10 553 66 
2/23 0 553 58 
2/24 18 571 74 
2/25 8 579 68 
2/26 8 587 72 
2/27 0 587 60 
2/28 0 587 56 
2/29 0 587 52 
3/1 30 617 82 
3/2 14 631 88 
3/3 0 631 72 
3/4 0 631 68 
3/5 0 631 61 
3/6 0 631 58 
3/7 0 631 42 
3/8 0 631 39 
3/9 0 631 37 

3/10 2 633 39 
3/11 0 633 35 
3/12 1 634 34 
3/13 0 634 30 
3/14 0 634 28 
3/15 0 634 26 
3/16 0 634 24 
3/17 0 634 22 
3/18 0 634 21 
3/19 0 634 19 
3/20 0 634 16 
3/21 0 634 11 
3/22 0 634 6 
3/23 0 634 4 
3/24 0 634 2 
3/25 8 642 8 
3/26 0 642 2 
3/27 0 642 消雪日

一日の降雪量とは？

積雪量とは？

「累計」降雪量とは？

津南町役場観測所の降積雪量

平成 28 年２月 10 日

平成 27 年２月４日

巻下地内

24 時間で 51㎝の降雪

この冬の最高積雪
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Tsunan  Even t  Ske tch .

つ　な　ん
まちかど
スケッチ

 これからも地域の防災活動の力に
— 3月30日　優良少年消防クラブ・指導者表彰 —

 入学おめでとう
— 4月7日　町内小・中学校入学式 —

 町民の皆さんの心と体を支える病院へ
— 3月30日　㈱クリアーウォーター津南様寄付金贈呈式 —

 交通指導員、新児童を見守る
— 4月8日　上郷小学校 —

— 4月6日　津南町訪問看護ステーション開所式 —

　５年前の県境地震を期に、地域の防災力向上と地域の活
性化を目的に設立された「笹沢少年消防クラブ」が消火訓練、
防災マップの作成など地域の防災活動に積極的に貢献して
いるとして消防庁長官より「優良な少年消防クラブ」として
表彰されました。

　小春日和から一転、雨模様のなか町内では小学校・中学校
の入学式が行われました。芦ヶ崎小学校では、７人の新入生が
先輩の演奏に圧倒されていました。

　大手コンビニチェーン「ファミリーマート」へ「津南の天
然水」を供給する、見玉地内に本社がある㈱クリアーウォー
ター津南様から町へ200万のご寄付をいただきました。
　津南病院を基点に４月に開所した津南町訪問看護ステー
ションの公用車として車両を購入させていただきました。
　寄付をいただいた㈱クリアーウォーター津南本多社長か
らは、「操業している地元へ還元することを目標に続けられ
るようにこれからも社員一丸となってがんばっていく」と
いう力強いお言葉を、また鍵を受け取った阪本院長は「津南
は広い。足を心配していたので車をいただき本当にありが
たい」と謝辞を伝えていました。

　町内の各小学校で初登校日を迎えた4月8日。
　通学路に計7人の津南町交通指導員が交通安全を呼びか
けながら、児童が安全に道路を横断できるよう見守りまし
た。この活動は「津南町の子どもを交通事故から守る」とい
う趣旨のもと、初めて行われた試みです。

↑町長に受賞報告をしたクラブメンバーと関係者

↑入学を祝い４～６年生による竜神太鼓の演奏が行われました

↑町長と病院長へ寄付の目録を手渡す本多利範社長と社員のみなさん

↑上郷小学校前にて児童を見守る涌井隊長（右）・滝沢副隊長（左奥）

↑寄贈いただいた車の色は水をイメージした「ネオンブルーメタリック」
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「
藁
に
ま
つ
わ
る
話
」

　

し
ゃ
っ
し
ゃ
っ
し
ゃ
っ
し
ゃ
し
ゃ
・
・
・

し
ゃ
っ
し
ゃ
っ
し
ゃ
っ
し
ゃ
っ
し
ゃ
・
・
・

　

何
の
音
か
わ
か
り
ま
す
か
？

　

縄
な
い
を
す
る
音
で
す
。
と
て
も
リ
ズ
ミ
カ

ル
。
一
定
の
動
き
で
藁
が
縄
に
な
っ
て
い
く
様

子
は
ま
る
で
魔
法
で
も
使
っ
て
い
る
か
の
よ

う
。
一
見
簡
単
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
こ
れ
が

と
っ
っ
っ
っ
て
も
難
し
い
の
で
す
。

　

私
は
こ
の
冬
、
津
南
わ
ら
工
芸
会
で
藁
細
工

を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
師
匠
た
ち
の

な
っ
た
縄
は
太
さ
も
均
一
で
頑
丈
、
一
方
初

心
者
の
私
が
な
っ
た
縄
は
太
さ
も
ま
ち
ま
ち
、

引
っ
張
る
と
切
れ
て
し
ま
う
始
末
…
。
草
履
、

ス
ッ
ポ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ホ
ル
ダ
ー
と
作
り

方
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
縄
が

き
れ
い
に
な
え
な
い
と
、
出
来
上
が
り
も
イ
マ

イ
チ
と
い
う
こ
と
が
身
を
以
て
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
会
で
は
藁
細
工
を
何
十
年
も
し
て
い

る
「
師
匠
」
と
も
言
え
る
お
と
う
さ
ん
が
、「
こ

こ
数
年
で
藁
細
工
始
め
ま
し
た
」
み
た
い
な
初

心
者
が
新
し
い
も
の
を
作
っ
て
く
る
と
「
な
し

た
～
？
」
と
言
っ
て
興
味
津
々
。「
お
ら
も
教

え
て
も
ら
う
べ
」
と
わ
く
わ
く
し
て
い
る
の
で

す
。
こ
の
会
で
は
上
の
世
代
の
人
か
ら
技
術

を
学
ぶ
と
い
う
一
方
的
な
や
り
と
り
で
は
な

く
、
い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
人
が
互
い
に
ア
イ
デ

ア
を
出
し
あ
い
、
今
を
生
き
る
自
分
た
ち
が
暮

ら
し
の
中
で
使
う
も
の
を
作
り
出
し
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
双
方
向
的
な
関
係
が
自
然
に
あ
る

の
で
す
。
す
ご
い
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
場
だ
な

～
、
そ
し
て
か
っ
こ
い
い
。
そ
ん
な
雰
囲
気
が

こ
の
会
に
は
あ
り
ま
し
た
。
次
の
冬
ま
で
会
は

お
休
み
。
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

先
月
の
コ
ラ
ム
で
も
紹

介
し
た「
雪
國
つ
な
ん
だ

よ
り
」。も
う
ご
覧
に
な
り

ま
し
た
か
。津
南
町
観
光

協
会
に
も
置
い
て
い
ま
す

の
で
興
味
の
あ
る
方
は
手

に
と
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
雪
國
つ
な
ん
だ
よ
り
」は
、主
に
表
参
道

の
ネ
ス
パ
ス
や
首
都
圏
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
配
布
し
て
い
ま
す
。冊
子
を
手
に
と
っ
て

く
れ
た
方
か
ら
は「
よ
く
で
き
て
い
る
」「
津

南
に
行
っ
て
み
た
く
な
っ
た
」な
ど
評
判
は

上
々
。こ
れ
を
作
っ
た
の
は

プ
ロ
で
は
な
く
地
域
住
民
だ

と
聞
く
と
、さ
ら
に
び
っ
く

り
さ
れ
ま
す
。

「
よ
く
で
き
て
い
る
」と
い

う
評
価
を
い
た
だ
く
理
由
の

ひ
と
つ
は
、住
民
が
作
っ
た

冊
子
だ
か
ら
住
民
な
ら
で
は

の
目
線
が
あ
っ
て
お
も
し
ろ

い
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。も
う
ひ
と
つ
は
、そ
れ
に

加
え
て
ち
ゃ
ん
と
読
み
手
の

目
線
に
な
っ
て
編
集
さ
せ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

情
報
発
信
の
場
合
、往
々
に

し
て
作
り
手
の
思
い
が
先
行

し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、こ

の
読
み
手
の
目
線
に
な
る
と

い
う
の
は
極
め
て
難
し
い
こ

と
で
す
。で
も
人
に
情
報
を
届
け
る
以
上
は

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。そ
れ

は
、「
伝
え
る
」と「
伝
わ
る
」の
違
い
と
い
っ

て
も
い
い
。

最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
個
人
が
簡
単

に
情
報
発
信
で
き
る
時
代
で
す
が
、個
人
で

何
か
を
伝
え
よ
う
と
す
る
と
き
で
も
、そ
れ

が
ち
ゃ
ん
と
伝
わ
る
情
報
に
な
っ
て
い
る
か
、

ち
ょ
っ
と
引
い
て
確
認
し
て
み
る
と
い
う
の

は
、こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
大
事
に
な
っ
て
く

る
で
し
ょ
う
。

津
南
町
情
報
発
信
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
フ
ジ
ノ
ケ
ン

つなGO! プロジェクトのフェイスブックページもあります。みんなで編集会議の様子
も随時アップしていますので、いいね！をよろしくお願いします！
https://www.facebook.com/tsunagotsunan

TSUNAN
みんなで

編集会議

つなGO!プロジェクト
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高
齢
者
の
肺
炎

総
看
護
師
長
　
　
福
原
　
律
子

肺
炎
と
は
、
肺
に
炎
症
が
起
こ
る
病
気
で
す
が
、

お
も
に
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
原
因
で
す
。

高
齢
者
の
死
因
の
上
位
に
肺
炎
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
多
く
が
食
べ
る
力
が
衰
え
て
、
い
つ
の
間
に

か
誤
え
ん
性
肺
炎
を
、
引
き
起
こ
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
誤
え
ん
予
防
で
一
番
大
切
な
事

は
、
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
で
す
。
歯
と
歯

茎
、
舌
の
手
入
れ
を
丁
寧
に
お
こ
な
い
、
う
が
い

で
口
の
中
の
細
菌
を
取
り
除
き
清
潔
に
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
私
た
ち
が
、
毎
日
噛
ん
で
飲
み
込

む
こ
と
食
べ
る
こ
と
が
、
健
康
を
支
え
る
大
切
な

力
で
す
。
超
高
齢
社
会
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
歩
け

る
、
話
せ
る
、
考
え
ら
れ
る
、
食
べ
ら
れ
る
、
と

い
う
力
を
頂
き
健
康
長
寿
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
ね
。

＜実施された行事＞
〔３月〕
	 23日	 十日町地域広域事務組合臨時会
	 24日	 第2回臨時会
	 29日	 三市町村議会連携協議会幹事会
〔４月〕
	 1日	 十日町地域広域事務組合新庁舎開庁式
	 5日	 県町村議長会議長会議
	 6日	 第3回臨時会
	 6日	 全員協議会
	 8日	 町政事務嘱託員会議
	 9日	 津南町スポーツ少年団入団式

	 14日	 津南町建築協議会総会
	 18日	 津南町学術文化・スポーツ奨励賞表彰式
	 19日	 長生学園開園式
＜今後予定されている行事＞
〔4月〕
	 22日	 農業改良会議(産業建設常任委員会)
	 	 津南町身体障害者互助会総会
	 23日	 津南町農協総代会
	 27日	 十日町地域救急ステーション開所式
	 	 十日町地域消防本部庁舎竣工式
	 28日	 県内視察（総文福祉常任委員会）
	 	 所管事業平成27年度成果巡視（産業建設常任委員会）
	28日～	 韓国驪州市陶磁器祭り
〔5月〕
	 10日	 全員協議会

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい
たかたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）
	 4300日	板場キヨ（辰ノ口）
	 1300日	志賀春信（船山）
	 900日	久保田ナツ（小下里）
	 700日	涌井和子（割野）、板場喜恵子（辰ノ口）
	 500日	髙橋昭子（船山）
	 300日	島田ミサ（赤沢）、瀧澤章子（結東）
	 	藤ノ木サチ（秋成）、保坂良雄（大井平）
	 200日	板場基（割野）
	 100日	涌井トリ（相吉）
主な運動：ラジオ体操・ふみ台昇降・健骨体操・水中運動他

健康体力づくり100日運動

　

国
民
年
金
被
保
険
者
の
う
ち
、
現
金

で
納
付
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
４
月
初

旬
に
１
年
度
分
の
納
付
書
が
送
ら
れ
ま

す
（
年
度
途
中
で
60
歳
と
な
ら
れ
る
か

た
は
、
誕
生
日
の
前
日
の
属
す
る
月
の

前
月
分
ま
で
で
す
）。

　

納
付
の
方
法
は
、
現
金
納
付
（
納
付

書
を
使
っ
て
、
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
）、
口
座
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
、
電
子
納
付
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
ま
と
め
て
前
払
い
す
る
と
、
割

引
き
が
適
用
さ
れ
る
の
で
お
ト
ク
で
す
。

　

納
付
期
限
は
、「
納
付
対
象
月
の
翌

月
末
日
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
納

付
期
限
ま
で
に
保
険
料
を
納
め
な
い
と

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が

受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

　

役
場
は
国
民
年
金
窓
口
の
た
め
、
厚

生
年
金
の
請
求
や
各
種
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
六
日
町
年
金
事
務
所
へ
の
ご
案

内
が
多
く
な
り
ま
す
。
遠
く
ま
で
手

続
き
に
出
か
け
る
の
が
大
変
な
場
合
は
、

近
く
で
開
設
さ
れ
る
年
金
相
談
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
専
門
の
担
当
が
対

応
い
た
し
ま
す
。

〔
津
南
町
役
場
〕
毎
月
第
３
木
曜
日

　
　
　
　
　
　
　

10
時
か
ら
16
時

〔
十
日
町
ク
ロ
ス
10
〕

　

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

　
　
　
　
　
　
　

10
時
か
ら
15
時

　

い
ず
れ
も
先
着
順
の
予
約
制
で
す
の

で
、
次
の
問
い
合
わ
せ
先
に
電
話
を
入

れ
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
こ
と

や
ご
不
明
な
点
は
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
２

　
（
ク
ロ
ス
10
相
談
予
約
）

・
税
務
町
民
課	

町
民
班

　
（
役
場
相
談
予
約
）

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５	

‐
３
１
１
３

議会コーナー

病
院
歳
時
記

国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
に
つ
い
て

年
金
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

最
近
、
高
齢
者
の
人
権
を
侵
害
す
る
高
齢
者

虐
待
が
増
え
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
話
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
は
、「
悪
意
を
持
っ
て
」
虐
待

し
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
介
護
を
し
て
い

る
家
族
が
心
も
体
も
疲
れ
て
し
ま
っ
て
追
い
つ

め
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
自
覚
の
な
い
ま
ま
に
虐

待
を
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
い

の
で
す
。

高
齢
者
虐
待
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
身

近
な
問
題
な
の
で
す
。

皆
さ
ん
「
虐
待
」
と
聞
く
と
、
殴
る
な
ど
の

暴
力
を
想
像
し
ま
せ
ん
か
？

「
高
齢
者
虐
待
防
止
法
」
で
は
、
介
護
者
や

施
設
従
事
者
な
ど
に
よ
る
次
の
よ
う
な
行
為
を

「
高
齢
者
虐
待
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

ど
う
し
て
虐
待
が
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
は
、
多
く
の
人
が
虐
待
と
い
う
自
覚
も
な

く
、
高
齢
者
の
た
め
に
と
思
っ
て
や
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
な
か
に
は
虐
待
に

つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

良
く
な
い
対
応
と
し
て
、

×
言
っ
た
よ
う
に
で
き
な
い
の
で
、
つ
い
手
が

出
た
り
怒
鳴
っ
た
り
し
て
し
ま
う
。

×
良
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
を
分
か
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
た
た
い
た
り
し
て
い
る
。

×
高
齢
者
が
話
し
か
け
て
も
無
視
し
て
し
ま
う
。

×
認
知
症
に
よ
り
徘
徊
し
て
危
な
い
の
で
、
部

屋
か
ら
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

×
経
済
的
に
苦
し
い
の
で
、
病
院
に
行
く
こ
と

を
制
限
し
て
い
る
。

高
齢
者
の
介
護
は
考
え
る
以
上
に
た
い
へ
ん

で
す
。
介
護
者
自
身
が
心
身
と
も
に
疲
れ
切
り
、

追
い
つ
め
ら
れ
る
こ
と
で
虐
待
が
発
生
し
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

介
護
は
長
期
に
わ
た
る
た
め
、
家
族
だ
け
で

が
ん
ば
っ
て
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
無
理
を
せ

ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
を
利
用
し

て
、
介
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

高
齢
者
の
権
利
を
守
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
、

「
成
年
後
見
制
度
」
や
「
日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

「
成
年
後
見
制
度
」
と
は
、
認
知
症
な
ど
に

よ
り
適
切
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

た
人
の
、
預
貯
金
の
管
理
（
財
政
管
理
）
や
日

常
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
契
約
な
ど
（
身
上
監

護
）
を
、
本
人
に
代
わ
っ
て
後
見
人
が
支
援
し

ま
す
。
高
齢
者
が
不
利
益
を
こ
う
む
っ
た
り
、

悪
徳
商
法
の
被
害
者
と
な
っ
た
り
す
る
こ
と
を

防
ぎ
、
権
利
と
財
産
を
守
り
ま
す
。

「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
」
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
事
業
で
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

の
支
援
や
日
常
的
な
お
金
の
出
し
入
れ
の
支
援
、

大
切
な
書
類
の
保
管
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

制
度
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

そ
れ
っ
て

虐
待
な
ん
で
す
か
？

～
高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て
～

高
齢
者
虐
待
は

　
　
　

身
近
な
問
題
で
す

虐
待
に
は
５
つ
の

　
　
　
　

種
類
が
あ
り
ま
す

「
本
人
の
た
め
に
」が
虐
待
に

高
齢
者
の
権
利
を
守
る

こんにちは

津南町地域包括
支援センター
765-5455

■
身
体
的
虐
待

た
た
く
、
つ
ね
る
、
殴
る
、
蹴
る
、
ベ
ッ

ド
に
し
ば
り
つ
け
る
、
身
体
拘
束
な
ど

■
心
理
的
虐
待

子
ど
も
扱
い
す
る
、
の
の
し
る
、
悪
口

を
言
う
、
無
視
す
る
な
ど

■
介
護
・
世
話
の
放
棄
、
放
任

食
事
を
与
え
な
い
、入
浴
さ
せ
な
い
、劣

悪
な
住
環
境
の
中
で
生
活
さ
せ
る
な
ど

■
経
済
的
虐
待

日
常
生
活
に
必
要
な
金
銭
を
渡
さ
な

い
、
年
金
や
預
貯
金
を
本
人
の
意
思
・

利
益
に
反
し
て
使
用
す
る
な
ど

■
性
的
虐
待

本
人
を
辱
め
る
性
的
な
行
為
、
わ
い
せ

つ
な
行
為
の
強
要
な
ど

津南町認知症見守り
支援マスコットにんこっこ
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日
差
し
が
強
く
な
る
時
期
で
す
。

紫
外
線
対
策
は
万
全
に
！

　

暖
か
く
な
り
、
風
が
心
地
よ
く
感
じ
ら
れ
る

季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
畑
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
外

に
出
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
日
差
し
も

徐
々
に
強
く
な
り
、
紫
外
線
を
浴
び
る
機
会
が

増
え
る
時
期
で
す
。

　

紫
外
線
は
私
た
ち
の
目
に
は
見
え
ま
せ
ん
が

太
陽
光
の
一
部
で
す
。
紫
外
線
に
は
カ
ル
シ
ウ

ム
代
謝
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

を
合
成
す
る
な
ど
体
に
よ
い
働
き
も
あ
り
ま
す

が
、
浴
び
す
ぎ
る
と
健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
紫
外
線
が
関
係
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
病
気
に
は
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

◆
急
性
の
影
響

・
日
焼
け
（
皮
膚
の
炎
症
・
水
疱
な
ど
）

・
紫
外
線
角
膜
炎

・
免
疫
力
低
下　

な
ど

◆
慢
性
の
影
響

・
シ
ワ　

・
シ
ミ　

・
良
性
腫
瘍

・
皮
膚
が
ん　

・
白
内
障

・
翼
状
片　

な
ど

　

こ
れ
ら
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
紫
外
線
の

特
徴
を
知
り
、
紫
外
線
を
浴
び
す
ぎ
な
い
よ
う

に
予
防
策
を
講
じ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に

お
子
さ
ん
は
紫
外
線
の
影
響
を
受
け
や
す
い
と

言
わ
れ
て
い
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

紫
外
線
は
、
場
所
や
季
節
、
時
刻
、
天
候
な

ど
に
よ
り
そ
の
量
が
変
化
し
ま
す
。
一
般
的
に

次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

◆
紫
外
線
量
の
特
徴

・
日
本
で
は
６
月
か
ら
８
月
が
最
も
強
い

・
正
午
を
は
さ
む
数
時
間
が
強
い

・
標
高
が
高
い
ほ
ど
強
い
紫
外
線
が
届
く

・
雪
や
砂
の
上
は
反
射
に
よ
り
強
く
な
る

　

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、
季
節
や
時
刻
を
考
え

て
屋
外
で
の
活
動
を
行
う
こ
と
で
紫
外
線
を
浴

び
る
量
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
紫
外
線
を
浴
び
る
こ
と
が
避
け
ら
れ

な
い
と
き
は
、
紫
外
線
を
浴
び
す
ぎ
な
い
よ
う

に
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
紫
外
線
対
策

・
日
陰
を
利
用
す
る

・
日
傘
や
帽
子
を
か
ぶ
る

・
衣
服
で
被
う

・
Ｕ
Ｖ
カ
ッ
ト
の
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
る

・
日
焼
け
止
め
を
使
う

　

近
頃
は
様
々
な
紫
外
線
対
策
グ
ッ
ズ
も
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。
上
手
に
利
用
し
な
が
ら
１
年

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

全
て
の
人
に
感
謝
　
そ
し
て
　
あ
り
が
と
う
!!

船
山
新
田
　
月つ

き

岡お
か

　
和か

ず

明あ
き

さ
ん（
59
歳
）

■
49
歳
で

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を
発
病

　

私
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
な

り
役
所
を
辞
め
ま
し
た
。

　

病
気
の
た
め
体
が
思
う
よ
う

に
動
か
な
い
私
の
事
を
、
何
も

言
わ
ず
見
守
っ
て
下
さ
っ
た
皆

さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
私
の
夢
を
か
な
え
て

く
れ
た
妻
に
、
そ
し
て
家
族
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

■
夢
だ
っ
た
食
堂
を
オ
ー
プ
ン

　

こ
の
先
ど
れ
だ
け
体
が
動
く
の
か
分
か
ら

な
い
の
に
念
願
だ
っ
た
食
堂
を
オ
ー
プ
ン
。

周
り
の
人
た
ち
は
1
年
も
て
ば
良
い
ほ
う
だ

と
思
っ
て
い
た
よ
う
で
し
た
が
、
開
店
し
丸

4
年
に
な
り
ま
す
。
開
店
当
時
は
メ
ニ
ュ
ー

も
少
な
く
こ
れ
じ
ゃ
ダ
メ
だ
と
言
わ
れ
ま
し

た
が
、
今
で
は
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
も
50
以
上

に
な
り
何
を
注
文
し
た
ら
良
い
の
か
分
か
ら

な
い
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
嬉
し
い
限
り

で
す
。

　

店
は
町
場
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
客

数
の
少
な
い
の
も
事
実
で
す
が
、
体
の
こ
と

を
考
え
る
と
私
に
は
丁
度
い
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

開
店
後
、難
病
と
闘
う
調
理
人
と
い
う
こ
と

で
テ
レ
ビ
に
出
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。旧
中
津

小
学
校
の
特
別
講
師
と
し
て
テ
レ
ビ
に
も
出

演
。発
病
後
、私
の
病
気
が
ど
の
よ
う
に
進
行

し
て
い
る
の
か
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
全
て
の
人
に
あ
り
が
と
う
!!

　

55
歳
の
時
、Ｄ
Ｂ
Ｓ
手
術（
脳
深
部
刺
激
療

法
）を
受
け
ま
し
た
。脳
の
特
定
の
部
位
に
電

極
を
挿
入
し
、脳
を
電
気
刺
激
を
す
る
治
療

法
で
す
。そ
の
た
め
、今
の
私
は
サ
イ
ボ
ー
グ

で
す
。脳
の
刺
激
を
す
る
電
圧
が
合
わ
な
く

な
り
、今
年
に
入
り
2
週
間
ほ
ど
入
院
し
て

機
械
の
調
整
を
し
て
き
ま
し
た
。そ
れ
ま
で

１
年
半
く
ら
い
話
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
す

が
、刺
激
を
変
え
た
ら
一
発
で
言
葉
が
口
か

ら
出
る
で
は
な
い
か
…
。嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

私
の
為
に
努
力
し
て
頂
い
た
病
院
の
ス

タ
ッ
フ
と
Dr
に
感
謝
し
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
私
の
こ
と
を
見
守
っ
て
下
さ
る

方
々
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
私
の
声
と
言
葉

で
言
い
た
い
で
す
。

　

あ
り
が
と
う
!!

メニューの表示も月岡さんの

手書きです♡♡

はーい

でーす

保健師

今月は
大平裕加里
保健師

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト



３月の新着図書
【大人の本】
●ミリオンセラー『嫌われる勇気』続編
　『幸せになる勇気』
　岸見一郎／著　ダイヤモンド社
●移住者を増加させるには…
　『series田園回帰３』
　小田切徳美／著　農山漁村文化協会
●新潟県で活動していた盲目の女性たち
　『瞽女キクイとハル』
　川野楠己／著　鉱脈社

【子どもの本】
●雪の力で未来をひらく
　『空から宝ものが降ってきた！』
　伊藤親臣／著　旬報社
●相川佐渡金銀山発見伝
　紙芝居『こがねの山』
　新潟県教育庁文化行政課世界遺産登録推進室
●「震災で消えた小さな命展」より
　『ぼくは海になった』
　うさ／さく　くもん出版　

その他、寄贈本含め43冊が新着となっております。

広報 18平成28年４月号

弥生 ― M a r c h ―

くさばよしみ／編　中川学／絵　汐文社

『世界でいちばん貧しい　　
　　　　大統領のスピーチ』

　世界から注目を集めたムヒカ大統領のスピーチを子ど
もたちへ伝えるための絵本

　

新
年
度
と
な
り
ま
し
た
。環
境
が
変
わ
っ

た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。無

理
を
し
て
体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
気
を
付

け
て
新
年
度
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、記
憶
に
新
し
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
が
、世
界
で
一
番
貧
し
い
大

統
領
と
し
て
有
名
な
ム
ヒ
カ
前
大
統
領
が

来
日
さ
れ
ま
し
た
ね
。給
料
の
９
割
を
貧

し
い
国
民
へ
寄
付
を
し
て
、自
分
自
身
は
古

い
服
を
着
て
、古
い
車
に
乗
り
大
統
領
の
仕

事
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。今
で
は
世
界
的

に
有
名
で
す
が
、有
名
に
な
る
き
っ
か
け
は
、

今
月
の
１
冊
で
紹
介
す
る
絵
本
に
も
な
っ

た
、環
境
問
題
に
つ
い
て
開
催
さ
れ
た
国
際

会
議
で
の
ス
ピ
ー
チ
で
し
た
。

　

今
の
豊
か
さ
を
維
持
し
た
い
先
進
国
と
、

先
進
国
同
様
に
豊
か
に
な
り
た
い
発
展
途

上
国
、両
者
の
折
り
合
い
が
つ
か
ず
会
議

は
難
航
。そ
ん
な
中
、誰
も
注
目
し
て
い
な

か
っ
た
小
さ
な
国
の
大
統
領
が
ス
ピ
ー
チ

を
は
じ
め
、「
大
量
生
産
・
大
量
消
費
、お
金

の
た
め
に
働
き
続
け
る
こ
と
が
幸
せ
な
の

か
」と
各
国
に
問
い
か
け
た
の
で
す
。物
の

豊
か
さ
で
は
な
い『
人
間
の
幸
せ
』と
い
う

生
き
る
こ
と
の
本
質
を
問
い
か
け
、各
国
の

代
表
か
ら
拍
手
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
貧
乏
な
人
と
は
、少
し
し
か
も
の

を
持
っ
て
い
な
い
人
で
は
な
く
、無
限
の
欲

が
あ
り
、い
く
ら
あ
っ
て
も
満
足
し
な
い
人

の
こ
と
だ
」と
も
言
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
問
題
に
つ
い
て
解
決
す
る
日
は
来

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、ム
ヒ
カ
前
大
統

領
の
よ
う
に
生
き
る
こ
と
の
本
質
を
見
失

わ
ず
に
人
生
を
送
れ
ば
、も
っ
と
幸
せ
な
生

活
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

紹
介
し
た
絵
本
の
他
に
も
ム
ヒ
カ
前
大

統
領
の
本
が
あ
り
ま
す
の
で
、図
書
室
で
ぜ

ひ
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
第
58
回
こ
ど
も
の
読
書
週
間

　

４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
ま
で
、第
58

回
こ
ど
も
読
書
週
間
で
す
。今
年
の
標
語
は

『
四
角
い
本
に　

ま
あ
る
い
心
』で
す
。も

し
図
書
室
に
読
み
た
い
本
が
な
く
て
も
他

館
か
ら
無
料
で
取
り
寄
せ
が
で
き
ま
す
の

で
、こ
の
機
会
に
い
ろ
い
ろ
な
本
を
読
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

■
お
し
ら
せ

　

図
書
室
業
務
の
担
当
が
４
月
か
ら
、風

巻
玲
子
に
替
わ
り
ま
し
た
。お
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

《
休
館
日
》

　

４
月
25
日
㈪・５
月
30
日
㈪

挫折を乗り越えて

−山田　響平さんから

日向　武史　著／出版社　講談社

「
あ
ひ
る
の
空
」
と
い
う
作
品
は
、
10

年
以
上
連
載
が
続
い
て
い
る
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
漫
画
で
す
。
こ
の
作
品
に
出
会
っ

た
時
、
自
分
は
中
学
生
で
主
人
公
は
高
校

生
、
い
つ
の
間
に
か
主
人
公
と
同
い
年
に

な
り
今
は
も
う
ず
い
ぶ
ん
と
年
上
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
登
場
人
物
た
ち
の
成

長
や
失
敗
、
数
多
く
の
後
悔
な
ど
に
心
が

揺
さ
ぶ
ら
れ
る
作
品
で
す
。

「
あ
ひ
る
の
空
」
は
、
バ
ス
ケ
漫
画
な

の
に
主
人
公
の
い
る
高
校
は
ま
と
も
に
バ

ス
ケ
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
で
は
な
く
、

よ
う
や
く
試
合
に
こ
ぎ
つ
け
て
も
当
然
負

け
ま
す
。
お
そ
ら
く
勝
っ
た
試
合
よ
り
負

け
た
描
写
の
方
が
多
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
ま
た
試
合
や
練
習
と
い
っ
た

部
活
の
事
だ
け
で
な
く
登
場
人
物
た
ち
の

家
庭
の
問
題
や
過
去
の
ト
ラ
ウ
マ
、
恋
愛

や
学
校
生
活
の
後
悔
、
挫
折
を
乗
り
越
え

る
者
と
乗
り
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
者
な
ど

様
々
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
細
か
く
描
か
れ
て

い
る
漫
画
で
す
。

挫
折
を
乗
り
越
え
て
少
し
だ
け
強
く
な

あひるの空
紹介する本

村山　貴
た か

浩
ひ ろ

さん （十日町市）

広報ライブラリー
今月の１冊

4月 −卯
う

月
づ き

−

Pen Relay
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

砂
丘

酔よ

い
ど
れ
の
わ
が
歩あ

ゆ

み
ゆ
く
夜よ

る

の
道み

ち

　
　

頬ほ
ほ

打う

つ
寒か

ん
ぷ
う風
快こ

こ
ろ
よ

く
受う

け	

山
本　

光
一

朝あ
さ

焼や

け
が
朱し

ゅ
い
ろ色
に
染そ

ま
る
空そ

ら

を
み
て

　
　
「
ふ
る
さ
と
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
自お

の

ず
と
浮う

か
ぶ
（
嵐
「
ふ
る
さ
と
」）		

津
端　

恵
子

引ひ

き
取と

り
手て

な
き
ラ
ン
ド
セ
ル
の
ひ
と
つ
ず
つ

　
　

積つ

ま
れ
ト
ラ
ッ
ク
は
走は

し

り
去さ

り
た
り
（
東
日
本
大
震
災
か
ら
五
年
）	

貝
澤　

圭
子

こ
こ
よ
り
は
一い

っ

歩ぽ

も
前ま

え

に
進す

す

め
ぬ
と

　
　

幾い
く

度ど

も
思お

も

い
日ひ

び日
を
暮く

ら
し
ぬ	

関
谷　

郁
子

ゆ
ら
ゆ
ら
と
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
浮う

き
上あ

が
り

　
　

吸す

は
る
る
ご
と
く
夜よ

空ぞ
ら

に
遠と

お

し
（
津
南
雪
ま
つ
り
）	

恩
田
久
美
子

吾あ

こ子
と
共と

も

に
息い

き

み
し
故ゆ

え

か
顔か

お

と
腕う

で

の

　
　

我わ

が
筋き

ん
に
く肉
の
翌よ

く
じ
つ
い
た

日
痛
し
（
娘
の
出
産
）	
丸
山　

直
子

岸き
し

の
木き

の
枝え

だ

を
垂し

ず

る
る
雪ゆ

き
い
ま今
し

　
　

時と
き

の
光ひ

か

り
て
池い

け

の
面も

に
落お

つ	

小
野
寺
恒
代

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
写し

ゃ
し
ん真
剥は

が
る
る
ア
ル
バ
ム
の

　
　

台だ
い

紙し

に
目め

だ立
つ
糊の

り

の
固か

た

ま
り	

高
橋　

春
枝

厄や
く
ど
し年
の
人ひ

と

ら
と
共と

も

に
点て

ん

火か

せ
り

　
　

己お
の
れ

は
米べ

い
じ
ゅ寿
の
け
ぢ
め
と
な
す
べ
く	

内
山　

キ
ク

母は
は

わ
れ
の
弁べ

ん
と
う当
で
知し

る
季き

節せ
つ
か
ん感
を

　
　

息こ

ら
言い

ひ
く
れ
き
母は

は

の
幸し

あ
わ

せ	

麻
績　

初
恵

介か
い

護ご

度ど

２
の
認に

ん
て
い定
受う

け
て
そ
の
シ
ョ
ッ
ク

　
　

足あ
し

の
震ふ

る

へ
の
止や

ま
ず
我わ

れ
を
り	

滝
沢　

勝
枝

真ま

よ夜
中な

か

に
ふ
と
浮う

か
び
た
る
歌う

た
い
っ
し
ゅ

一
首

　
　

夜よ

あ明
け
と
共と

も

に
消き

え
て
し
ま
ひ
ぬ	

風
巻　

京
子

蘇よ
み
が
え

る
郷き

ょ
う
し
ゅ
う愁
の
ご
と
夕ゆ

う

映ば

え
は

　
　

雪ゆ
き

の
広こ

う

野や

を
し
ば
し
染そ

め
た
り	

鈴
木　

綾
子

逝ゆ

き
し
人ひ

と

の
結む

す

ぶ
縁え

に
し

に
そ
の
夫つ

ま

と

　
　

息こ
子
と
わ
れ
と
ゐ
て
在あ

る
が
に
語か

た

る	

萩
原　

光
之

長
生
学
園

朝あ
さ

日ひ

射さ

す
障し

ょ
う

子じ

に
鳥と

り

の
影か

げ
う
つ映
り

　
　

春は
る

の
兆き

ざ

し
に
心こ

こ
ろ

温ぬ
く

め
り	

富
沢　

キ
ミ

立り
っ

春し
ゅ
ん

と
な
り
て
和や

わ

ら
ぐ
隙す

き

間ま

風か
ぜ

　
　

余よ

韻い
ん

残の
こ

し
て
す
ぎ
去さ

り
行ゆ

く
も	

柳
沢　

チ
ヨ

延え
ん
え
ん延
と
雪ゆ

き

を
固か

た

め
て
提ち

ょ
う

灯ち
ん

を

　
　

立た

て
し
国こ

く
ど
う
ぬ
く

道
温
も
り
点と

も

す
（
津
南
雪
ま
つ
り
）	

島
田　

眞
之

個
人

施し

設せ
つ

人び
と

吾わ

が
誕た

ん

生じ
ょ
う

日び

祝い
わ

う
な
り　

　
　

贈お
く

り
物も

の

・
寿す

し司
・
華は

な

や
か
な
り
き	

清
水　

貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
三
月
）

啓け
い
ち
つ蟄
や
牛う

し

曳ひ

き
出だ

し
て
陽ひ

に
当あ

て
る	

渡　

舟

お
披ひ

ろ

め

露
目
の
子こ

猫ね
こ

咥く
わ

へ
て
来き

た

り
け
り	

房　

良

豪ご
う

の
者も

の

柔じ
ゅ
う

の
ひ
と
逝ゆ

き
二に

月が
つ
じ
ん尽	

千
年
雄

枝え
だ
さ
き先
に
粒つ

ぶ
ひ
か光
ら
せ
て
木こ

の
芽め

雨あ
め	

貞　

生い

き
て
る
と
電で

ん

話わ

く
る
日ひ

や
あ
た
た
か
し	

れ
い
子

片か
た
く
り栗
の
花は

な

を
残の

こ

し
て
移う

つ

り
住す

む	

酔　

花

世よ

す捨
て
人び

と

な
ら
ぬ
八や

そ

ぢ

十
路
の
流な

が

し
雛び

な	

冬
詩
子

病び
ょ
う

室し
つ

の
窓ま

ど

十じ
ゅ
う

七し
ち

時じ

日ひ

脚あ
し

伸の

ぶ	

兎　

月

堅か
た

香か

ご子
の
花は

な

咲さ

く
頃こ

ろ

や
越こ

し

の
句く

ざ座	

東　

川

春は
る

隣ど
な
り

妻つ
ま

の
内な

い

職し
ょ
く

遅ち

ち々

と
し
て	

芳　

司

風か

ぜ邪
心ご

こ

地ち

厨く
り
や

に
立た

ち
て
葱ね

ぎ

き
ざ
む	

妙　

残ざ
ん
せ
つ雪
や
水み

づ
ま
ん
ま
ん

満
々
と
渋し

ぶ

海み

川が
わ	

守　

人

街が
い
と
う灯
に
雪ゆ

き

舞ま

ひ
お
り
る
夜や

半は
ん

か
な	

壽　

子

春は
る

め
く
も
続つ

づ

く
家や

並な
み

に
猫ね

こ

も
居ゐ

ず	

美　

恵

っ
て
ま
た
挫
折
、
試
合
に
負
け
て
少
し
成

長
し
て
ま
た
負
け
る
、
折
れ
た
骨
が
少
し

太
く
な
る
。
そ
ん
な
風
に
成
長
し
て
い
く

登
場
人
物
た
ち
を
見
て
い
る
と
日
々
感
じ

る
小
さ
な
後
悔
や
不
満
、
上
手
く
い
か
な

い
事
も
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
き
っ

か
け
だ
と
思
え
て
ち
ょ
っ
と
だ
け
気
が
楽

に
な
り
ま
す
。

「
あ
ひ
る
の
空
」
の
言
葉
で
、「
今
日
も

練
習
明
日
も
練
習
、
そ
ん
な
当
た
り
前
な

毎
日
を
繰
り
返
し
て
僕
た
ち
は
成
長
す
る
。

当
た
り
前
を
積
み
重
ね
る
と
特
別
に
な

る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
最
初
こ

の
言
葉
を
見
た
と
き
は
学
生
で
し
た
が
今

は
社
会
人
、
日
々
の
仕
事
が
ル
ー
チ
ン
ワ

ー
ク
の
よ
う
に
感
じ
る
事
が
あ
る
と
こ
の

言
葉
を
思
い
出
し
て
自
分
も
少
し
ず
つ
成

長
す
る
た
め
に
日
々
勉
強
を
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

次
は
、
小
林
裕
太
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
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皆
さ
ん
、
毎
年
健
診
を

受
け
て
い
ま
す
か
？

　

津
南
町
の
特
定
健
診
の
受
診
率
は
59.
５
％

と
県
平
均
よ
り
も
高
い
で
す
。
年
代
別
で
は
40

～
50
歳
代
の
受
診
率
が
低
く
、
血
圧
や
血
糖
値

の
異
常
所
見
者
が
増
加
し
て
い
る
年
代
に
健
診

を
受
け
て
い
た
だ
け
て
い
な
い
現
状
が
あ
り
ま

す
。
健
診
を
受
診
す
る
こ
と
で
生
活
習
慣
病
を

早
期
に
発
見
で
き
ま
す
。

特
定
健
診
は
毎
年
受
け
る
こ
と
が

健
康
な
毎
日
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
健
康
だ
か
ら
２
年
に
１
度
受
け
る
。」や「
忙

し
く
て
健
診
に
行
く
時
間
も
な
い
。」
と
い
う

声
を
時
々
聞
き
ま
す
。
１
度
健
診
を
受
け
て
問

題
が
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
数
年
間
安
心

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
年
健
診
を

受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
数
値
が
悪
化
し
て
い

な
い
か
前
年
度
と
の
違
い
を
確
認
し
て
、
生
活

習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
が
生
活
習
慣
病
の
予
防

に
つ
な
が
り
ま
す
。

健
康
の
確
認
し
て
ま
す
か
？

健
診
を
受
け
て
い
る
人
の
医
療
費

は
受
け
な
い
人
の
約
半
額
で
す
。

　

特
定
健
診
の
受
診
の
有
無
と
生
活
習
慣
病

の
治
療
費
に
つ
い
て
は
健
診
受
診
者
が
１
１
，

５
７
７
円
、
健
診
未
受
診
者
が
２
７
，
８
３
５

円
と
健
診
未
受
診
者
の
方
が
１
６
，
２
５
８
円

も
高
く
、
生
活
習
慣
病
の
治
療
費
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。（
図
１
）

　

健
診
を
受
け
て
い
る
と
早
期
に
発
見
で
き
る

た
め
医
療
費
も
安
く
済
み
ま
す
。

健
康
に
自
信
が
あ
る
人
ほ
ど

体
の
異
変
を
見
逃
し
や
す
い
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
出
に
く
く
、
症

状
が
出
た
時
に
は
す
で
に
重
症
と
い
う
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
健
康
だ
か
ら
健
診
を

受
け
な
い
」
で
は
な
く
、
健
康
の
確
認
を
し
に

ぜ
ひ
、
健
診
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

忙
し
い
人
ほ
ど

健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
！

忙
し
い
か
ら
と
健
診
を
受
け
な
い
で
い
る
と
、

気
づ
い
た
ら
深
刻
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
っ
た
ら
仕
事
ど
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
だ
か
ら
こ
そ
仕
事
を
続

け
ら
れ
ま
す
。
自
身
の
身
体
を
大
事
に
し
て
く

だ
さ
い
。

～
一
年
に
一
回
、
町
民
健
診
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

健
康
管
理
を
～

健
診
を
受
け
っ
ぱ
な
し
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

健
診
は
「
病
気
の
危
険
因
子
」
が
あ
る
か
ど

う
か
を
見
て
い
く
も
の
で
す
。

　

健
診
結
果
で
精
密
検
査
が
必
要
と
言
わ
れ
た

か
た
は
「
病
気
の
危
険
因
子
」
が
何
か
、
詳
し

く
診
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
病
気
が
潜

ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
か
ら
受

診
し
た
く
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
精
密
検
査
を

受
け
る
こ
と
で
安
心
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
精

密
検
査
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
は
必
ず
受
診
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
々
の
健
康
管
理
が
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
豊

か
に
し
て
い
き
ま
す
。
毎
年
、春
が
来
た
ら「
今

年
も
健
診
に
行
か
ね
ん
ね
な
ぁ
」
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課
健
康
班　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000（円）

健診受診者の
生活習慣病治療費

健診未受診者の
生活習慣病治療費

11,57711,577

27,83527,835

【図１】　特定健診の受診有無と

　　　　生活習慣病治療にかかっているお金
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山
伏
の
元
祖　

役え
ん
の

小お

角づ
ぬ

昔
か
ら
、
日
本
で
は
神
々
が
住
ま
う
霊れ
い

地ち

と

し
て
、
山
を
崇あ
が

め
る
山
岳
信
仰
が
あ
り
ま
し
た
。

山
の
神
は
、
狩
猟
・
採
集
を
生な
り
わ
い業
と
し
て
い
た

時
代
で
は
、
獲
物
や
収
穫
物
を
与
え
て
く
れ
る

場
所
で
し
た
。
ま
た
、
日
々
の
暮
ら
し
に
無
く

て
は
な
ら
な
い
水
や
、
稲
作
に
必
要
な
水
を
与

え
て
く
れ
る
も
の
と
し
て
、
水
も
信
仰
の
対
象

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
い
つ
頃
か
で
し
ょ
う
か
、
山
に
は

死
後
、
霊
が
住
ま
う
他
界
で
あ
る
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
た
ち
の
祖そ

霊れ
い

が
山
の
神
と
一
体
化
し
、
子
孫
に
豊ほ
う

穣じ
ょ
う

を
も

た
ら
す
と
と
も
に
守
護
し
て
く
れ
る
と
信
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

仏
教
が
日
本
に
渡
来
し
て
か
ら
は
、
山
に
入

っ
て
修
行
す
る
宗
教
者
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
『
今こ
ん

昔じ
ゃ
く

物も
の

語が
た
り

集し
ゅ
う

』
に
み

え
ま
す
。
山
深
い
所
に
寺
院
を
建
て
、
そ
こ
で

修
行
す
る
僧
侶
の
伝
統
的
修
行
が
今
も
続
い
て

い
ま
す
。

山
の
自
然
そ
の
も
の
を
修
行
の
場
と
し
て
修

行
を
積
み
、
超
自
然
的
な
力
を
得
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
山
を
降
り
、
麓
で
暮
ら
す
人
々
の
病
気

の
治
療
や
雨
乞
い
な
ど
呪
術
的
な
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
一
人
が
葛
城
山
を
中
心
に
活
躍

し
た
役え
ん
の

小お

角づ
ぬ

（
役え
ん
の

行ぎ
ょ
う

者じ
ゃ

）
で
す
。

津
南
町
に
も
、
山
岳
信
仰
の
証
と
し
て
、
山

の
神
の
石
仏
が
９
体
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
し
、

役
小
角
の
石
仏
も
９
体
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
山
岳
信
仰
を
示
す
石
仏
も
50
体
を

超
え
ま
す
。

役
小
角
の
像ぞ
う

容よ
う

は
、
あ
た
ま
に
長
い
頭ず

巾き
ん

を

か
ぶ
り
、
髭ひ
げ

を
長
く
の
ば
し
、
手
に
は
錫し
ゃ
く

杖じ
ょ
う

を

持
ち
高た
か

足あ
し

駄だ

を
履
き
、
岩い
わ

座ざ

に
腰
掛
け
る
老ろ
う

相そ
う

の
役
行
者
の
姿
で
す
。

山
伏
の
元
祖
と
さ
れ
る
役
小
角
は
、
修し
ゅ

験げ
ん

道ど
う

を
実
践
す
る
修し
ゅ

験げ
ん

者じ
ゃ

（
山
伏
）
た
ち
の
間
で
、

「
神し
ん

変へ
ん

大だ
い

菩ぼ

薩さ
つ

」
の
尊
称
で
篤
く
信
仰
さ
れ
て

い
ま
す
。

修
験
道
と
は
、
日
本
古
来
の
山
岳
信
仰
を
ベ

ー
ス
に
外
来
の
仏
教
や
道
教
の
影
響
を
受
け
て

平
安
時
代
に
体
系
化
さ
れ
た
宗
教
で
す
。
前
に

書
き
ま
し
た
が
、
修
験
道
は
山
中
で
の
修
業
を

通
し
て
超
自
然
的
な
力
を
獲
得
し
、
そ
の
力
で

呪
術
的
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

役
小
角
は
七
世
紀
後
半
に
現
在
の
奈
良
県
を

中
心
に
活
躍
し
て
い
た
実
在
の
人
物
で
す
。

子
ど
も
育
成
事
業

ク
ア
ハ
ウ
ス
水
泳
教
室
の
ご
案
内 

役小角（役行者）

津南町　小島

　

小
学
生
の
放
課
後
を
支
援
す
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
少
子
化
で
近
所
に
遊
ぶ
友
だ
ち
が

い
な
い
た
め
、
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
事
が

多
い
子
ど
も
た
ち
。
ま
た
、
不
審
者
問
題
や
交

通
事
情
の
影
響
で
、
昔
よ
り
外
で
思
い
切
り
遊

ぶ
事
が
で
き
ず
、
現
在
の
子
ど
も
た
ち
は
遊
ぶ

仲
間
や
場
所
な
ど
の
環
境
を
失
っ
て
い
ま
す
。

●
「
こ
の
指
と
ー
ま
れ
！
」
に
お
い
で
よ

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
遊
べ
る
環
境
づ
く

り
を
目
的
に
全
町
の
小
学
生
を
対
象
に
行
っ
て

い
ま
す
。
内
容
は
体
育
館
で
の
集
団
遊
び
や
、

屋
外
遊
び
で
す
。
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
と
か
か

わ
る
こ
と
で
、
あ
い
さ
つ
や
ル
ー
ル
を
学
び
、

み
ん
な
で
活
動
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ

て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
「
放
課
後
ク
ラ
ブ
」
で
待
っ
て
る
よ

　

放
課
後
ク
ラ
ブ
で
は
茶
道
な
ど
文
化
的
な
教

室
や
、
遊
ぶ
化
学
・
楽
し
む
ク
ラ
フ
ト
な
ど
、

子
ど
も
が
興
味
を
持
つ
よ
う
な
教
室
も
あ
り
ま

【 

幼
児
水
泳
教
室 

】

■
対　

象　

年
中
・
年
長
児
の
初
心
者

■
時　

間　

10
時
15
分
～
11
時
15
分

【 
児
童
水
泳
教
室 

】

■
対　

象　

１
年
生
～
６
年
生

■
コ
ー
ス　

①
初
心
者　

②
ク
ロ
ー
ル

■
時　

間　

11
時
30
分
～
12
時
30
分

※
共
通
事
項

■
会　

場　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南　

プ
ー
ル

■
期　

間　

５
月
14
日
～
毎
週
土
曜
日

　
　
　
　
　

10
回
ま
た
は
20
回
コ
ー
ス

■
料　

金　

10
回
コ
ー
ス
１
万　

４
０
０
円

　
　
　
　
　

20
回
コ
ー
ス
１
万
７
７
０
０
円

※
ク
ア
ハ
ウ
ス
会
員
は
10
回
コ
ー
ス
５
０
０
円
、

20
回
コ
ー
ス
１
千
円
引
き
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

　

℡
７
６
５
‐
３
７
１
１

　

園
児
、児
童
に

は
学
校
を
通
じ
て

チ
ラ
シ
を
配
布
し

て
い
ま
す
。

Tap 事務局
【TEL】765-5776
【Fax】765-3596

す
。
バ
ー
チ
ャ
ル
の
世
界
で
は
な
く
、
実
際
に

様
々
な
こ
と
が
体
験
で
き
る
環
境
を
整
え
、
子

ど
も
の
や
っ
て
み
た
い
！
と
い
う
気
持
ち
を
応

援
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
各
小
学
校
を
通

じ
て
配
布
し
て
あ
り
ま
す
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
Ｔ
ａ
ｐ
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位

227
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息子といっしょに家族経営
―	家族経営協定調印式	― 農

業
委
員
会
の

窓

〜
農
業
委
員
会
の

　
　
　
　
主
な
動
き
〜

【
実
施
さ
れ
た
行
事
】

〔
２
月
〕

　

16
日　

家
族
経
営
協
定

　

25
日　

第
20
回
総
会

〔
３
月
〕

　

25
日　

第
21
回
総
会

〔
４
月
〕

　

７
日　

企
画
会
議

【
今
後
の
行
事
予
定
】

〔
４
月
〕

　

25
日　

第
22
回
総
会

〔
５
月
〕

　

25
日　

第
23
回
総
会

　

28
日　

農
業
体
験

　
「
家
族
経
営
協
定
」と
は
、経
営
計

画
や
生
活
設
計
、役
割
分
担
や
就
業

条
件（
労
働
時
間
・
報
酬
・
休
日
）な
ど

の
ル
ー
ル
を
取
り
決
め
、文
書
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
自
覚
と
責
任
を
促

し
、経
営
と
暮
ら
し
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

津
南
町
で
は
、平
成
８
年
か
ら
毎

年
家
族
経
営
協
定
に
立
ち
会
っ
て
お

り
、現
在
ま
で
48
家
族
が
協
定
を
継

続
し
て
い
ま
す
。

大地に生きる

新規就農 5年目になりました。
野沢菜 3ha、雪下人参 40a、秋人参 20a、黒枝豆
20a を耕作する畑作農家です。
一人農業なので繁忙期にはヘルパーさんに助けて
もらって頑張っていきます。高品質な農産物を丁
寧に作っていきたいと思っています。　

小
こ

杉
すぎ

　拓
たく

生
お

さん　谷内ファームハイツ

後
継
者
の
就
農
を
機
会
に

　

２
月
16
日
に
家
族
経
営
協
定
を
調

印
し
た
の
は
、大
島
さ
ん
と
村
山
さ

ん
の
二
家
族
で
す
。

　

両
家
族
と
も
、後
継
者
で
あ
る
息

子
さ
ん
が
就
農
し
、家
族
経
営
協
定

を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
島
さ
ん
ご
家
族（
貝
坂
）は
、長

男
で
あ
る
章
さ
ん
が
昨
年
４
月
か
ら

就
農
し
、畑
作
部
門
を
章
さ
ん
が
、稲

作
を
お
父
さ
ん
の
実
さ
ん
が
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

村
山
さ
ん
ご
家
族（
十
二
ノ
木
）は
、

長
男
の
周
平
さ
ん
が
農
業
の
専
門
学

校
を
卒
業
し
、戻
っ
て
く
る
タ
イ
ミ

ン
グ
に
合
わ
せ
て
の
調
印
で
す
。今

後
は
畑
作
部
門
を
周
平
さ
ん
が
、稲

作
を
お
父
さ
ん
の
文
雄
さ
ん
が
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

津
南
町
農
業
委
員
会
で
は
、今
後

も
農
業
の
家
族
経
営
を
応
援
し
て

い
き
ま
す
。我
が
家
も
や
っ
て
み
た

い
と
い
う
ご
家
族
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

津
南
町
農
業
委
員
会	

　

℡
７
６
５
‐
５
５
８
３　

↑家族経営の内容を見直し、家族一人ひとりが調印をしていきます。

↑
家
族
経
営
協
定
を
終
え
た
大
島
さ
ん
と

　
村
山
さ
ん
家
族
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ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！
メンバー募集中

　積雪が少なかった今年でしたが、春が来ました。自
然の恵みに感謝し春の味を堪能しましょう♪

【雪下にんじんとりんごのゼリー】
−お腹にやさしい野菜のデザート♪−
＜材料＞
雪下にんじん…100g	 りんご………150g
水………………400cc	 砂糖………大さじ３
寒天パウダー…8g	 レモン汁………少々
＜作り方＞
①、なるべく細か

いおろし器で、
皮を剥いたに
んじんとりん
ごをすりおろ
し、鍋に分量
の水と砂糖と
にんじんを入れ、ひと煮だちさせる。

②、①の鍋におろしたりんごを加え、寒天パウダー

春の味覚　～雪下にんじん・フキノトウを使ったレシピのご紹介です～
を入れ、よくかき混ぜて、仕上げにレモン汁を
加える。これをバットまたは型に流し入れ固める。

【ワンポイントメモ】
　甘さ控え目なので、甘いのがお好きなかたは、砂
糖を足してください。(^^)

【フキノトウみそのミニ春巻】−お酒のおつまみに♪−
＜作り方＞
①、フキノトウみそを作る。
②、フキノトウは茹でて水でさらし、細かくきざみ、

水気を切る。好みの味に味付けする。
③、春巻きの皮を４等分にし、①を適宜入れて包む。
④、これをこんがり揚げて出来上がり！

【ワンポイントメモ】
　「フキノトウみそ」の詳しい作り方は、郷土料理
集「伝えて残したい旬の味　昔なつかし津南のごっ
つぉ」６ページに掲載されています。

衣・食・住 アドバイザーの
　　アドバイス
アドバイザーの
　　アドバイス

■お問い合わせ
　ジオパーク推進室（なじょもん）　℡765ー 1600

　

見
倉
に
は
２
つ
の
風
穴
が
あ
り
ま
す
。集
落

近
く
の
風
穴
は
、集
落
南
側
の
小
丘
の
斜
面
下

部（
標
高
７
１
０
ｍ
）に
あ
っ
て
、幅
50
ｍ
ほ
ど

の
範
囲
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。以
前
は
そ
の
中

央
に
三
角
小
屋
が
建
て
ら
れ
、漬
け
物
や
野
菜

の
貯
蔵
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

も
う
１
つ
は
、見
倉
集
落
の
南
方
、金
城
山
西

側
の
滑
落
崖
下
の
裾（
標
高
７
５
０
ｍ
）に
位
置

し
ま
す
。冷
気
の
吹
き
出
し
口
周
辺
の
気
温
は
、

１
年
を
通
じ
て
１
～
３
℃
程
度
で
、夏
季
で
も

寒
い
と
感
じ
る
く
ら
い
の
冷
風
が
出
て
き
ま

す
。そ
の
冷
風
の
た
め
に
、新
潟
県
内
で
唯
一
の

エ
ゾ
ス
グ
リ（
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
の
低
木
）や
シ
ウ

ジ
オ
サ
イ
ト
№
22

見
倉
の
風
穴
・
ト
チ
ノ
キ
原
生
林

金城山の裾野にある風穴

林野庁の「森の巨人たち
百選」に選ばれている大
トチノキ

リ
ザ
ク
ラ
な
ど
の
寒
冷
地
適
応
の
植
物
が
生
育

し
て
い
ま
す
。氷
河
期
に
生
育
し
て
い
た
植
物

が
残
存
し
て
い
る
貴
重
な
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　

周
囲
は
、ト
チ
ノ
キ
を
主
と
し
た
巨
木
林
で
、

面
積
は
お
よ
そ
10
ha
、直
径
１
～
２
ｍ
、高
さ
20

ｍ
ほ
ど
の
ト
チ
ノ
キ
が
多
数
生
育
し
、カ
ツ
ラ
、

ア
ズ
サ
、サ
ワ
グ
ル
ミ
、ウ
ダ
イ
カ
ン
バ
な
ど
の

高
木
が
混
生
し
て
い
ま
す
。直
径
２
ｍ
以
上
の

ト
チ
ノ
キ
も
点
在
し
、新
潟
県
内
最
大
と
言
わ

れ
る
大
ト
チ
ノ
キ（
直
径
約
2.7
ｍ
）を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

林
床
に
は
リ
ョ
ウ
メ
ン
シ
ダ
、オ
シ
ダ
な
ど

日
陰
で
湿
っ
た
所
を
好
む
シ
ダ
類
が
繁
茂
し
、

一
帯
は
原
生
的
で
優
れ
た
自
然
環
境
が
残
る
貴

重
な
場
所
で
す
。

農村地域生活アドバイザー
藤ノ木　ヨキ子（中深見）

※郷土料理集「伝えて残したい旬の味　昔なつかし津南のごっ
つぉ」は、好評につき増刷され地域振興課等で販売されています。

モデル／４年 　金子　千聖さん

トチノキの実は、苗
場山麓で大切な食料
だったので、昔は「山
の口」といって拾うに
も解禁日があったん
だって。
現在もトチノキは私
達の暮らしと深くかか
わっていて、木材か
らこね鉢などが作ら
れ、花からは蜂蜜が
とれるんだよ。



戸 籍 の 窓

涌井　貴央さん（割野）
金澤　ゆまさん（十日町市）｝
江村　駿　さん（陣場下）
田中　ひとみさん（陣場下）｝

N
ajom

on Inform
ation

●春季企画展
　「縄文スパイラル・
　　  ノヴァ村上原野展」
　会期／ 4月23日㈯～ 6月12日㈰
　岡山県の縄文造形家　村上原野

氏が、縄文土器や文様からインスピ

レーションを受け作り出した、野焼き

の粘土造形作品をご覧いただきます。

●天然記念物　カモシカについて
　カモシカは、天然記念物に指定されています

ので、見つけた場合は遠くから見守りましょう。

もし、死亡しているのを見つけた場合は、速や

かに教育委員会文化財班（TEL765-5511）にご

連絡ください。放鳥されている朱鷺も同様とな

ります。皆さまのご協力をお願いいたします。

■人口10,204　男4,945　女5,259　（今月から、外国人住民を含む数値を掲載します）

■世帯数3,564（−2）　■転入／ 28　■転出／ 86　■出生／ 5　■死亡／ 14　■婚姻／ 1４月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

制作中の村上原野氏

カモシカ

　

今
回
の
地
震
に
よ
り
被

害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
、

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
一
日
も
早
い
復
旧
と

皆
さ
ま
の
ご
健
康
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

入
学
式
シ
ー
ズ
ン
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
ま
た
一
年
間
、
広

報
担
当
と
し
て
お
世
話
に
な

り
ま
す
。

　

取
材
を
終
え
て
役
場
に
戻

る
と
、住
民
の
か
た
か
ら
一
本

の
電
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「（
入
学
式
で
）
顔
見
て
思

い
出
し
た
よ
。
段
丘
ざ
く
ら
、

来
週
あ
た
り
見
頃
だ
よ
。」

　

週
明
け
に
行
く
と
、言
葉

ど
お
り
の
満
開
。し
か
も
運
良

く
季
節
外
れ
の
雪
化
粧
ま
で
。

　

雪
と
桜
。
寒
そ
う
な
絵
で

す
が
で
も
な
ん
だ
か
、
津
南

ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

教
え
て
く
だ
さ
っ
た
中
子

の
麻
績
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！

小
島　

裕
輔

大口　星
せい

弥
や

（貝坂）	 雄太さん
	 真理さん

涌井　優
ゆ う

有（正面住宅団地）	 匠さん
	 綾子さん

山本　魁
かい

（大割野）	 寿也さん
	 瞳さん

関谷　颯
そう

介
すけ

（上段）	 雄輔さん
	 亜由美さん

柳沢　桃
もも

花
か

（卯之木）	 吉則さん
	 奈々さん

根津　結
ゆ い

衣（上段）	 寿夫さん
	 育代さん

髙橋　正人さん	 （78歳・見玉）

樋口　ハツネさん	（96歳・辰ノ口）

中村　マスイさん	（92歳・堂平）

小林　アイ子さん	（82歳・割野）

髙橋　フクさん	 （96歳・十二ノ木）

石澤　キヨさん	 （90歳・駒返り）

村山　公良さん	 （85歳・上段）

津端　實さん	 （82歳・上野）

江村　 信さん	 （94歳・小島）

中島　フサ子さん	（82歳・大井平）

山田　 朝二さん	（82歳・越渡）

佐藤　フサイさん	（86歳・十二ノ木）

福原　サダさん	 （96歳・外丸）

丸山　寅雄さん	 （90歳・大割野）

石澤　庄一さん	 （84歳・駒返り）

涌井　正二さん	 （65歳・正面）

山田　モトさん	 （96歳・所平）

鈴木　一夫さん	 （73歳・陣場下）

小林　キクエさん	（97歳・寺石）

村山　淳子さん	 （93歳・陣場下）

篠𠩤　三郎さん （87歳・外丸）

5月 【なじょもん☎765-5511】

日 時 プログラム 金額 対 象

1日㈰

10:00～12:00 火おこしと弓矢づくり 500 低学年から

10:00～15:30 勾玉づくり（お好きな２時間） 500 低学年から

10:00～15:30 琥珀の勾玉づくり 1,000 高学年から

13:30～15:30 縄文人の食を探る～探しに行こう春の味～ 400 低学年から

3日㈷

10:00～15:30 縄文まるごと一日体験　※要予約 1,500 低学年から

10:00～15:30 勾玉づくり 500 低学年から

10:00～15:30 琥珀の勾玉づくり 1,000 高学年から

13:30～15:30 ひょうたん細工 500 低学年から

13:30～15:30 陶芸　湯のみ茶碗づくり 800 中学年から

4日㈷

10:00～12:00 土器づくり 500 低学年から

10:00～15:30 勾玉づくり 500 低学年から

10:00～15:30 琥珀の勾玉づくり 1,000 高学年から

13:30～15:30 縄文人の食を探る～探しに行こう春の味～ 400 低学年から

13:30～15:30 草木染め 500 低学年から

5日㈷

10:00～15:30 本格アンギン編み一日体験 1,500 中学年から

10:00～15:30 火おこし（10：00・11：00・13：30・14：30より１時間） 300 低学年から

13:30～15:30 縄文レリーフづくり 500 低学年から

7日㈯ 9:00～12:30 見倉のカタクリトレッキングとバードウォッチング　※要予約 500 低学年から

8日㈰ 9:00～11:00 バードウォッチング 300 低学年から

15日㈰ 10:00～12:00 そば打ち 800 中学年から

22日㈰ 9:00～12:00 ジオサイトで自然観察会～見玉の石落し～　※要予約 500 低学年から

29日㈰ 13:30～15:30 カラムシの糸撚り 1,000 中学年から

※友の会の皆さんは半額です。

予約受付中 !当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真　

例
年
早
咲
き
に
な
る
沖
ノ
原
の

「
段
丘
ざ
く
ら
」
を
、季
節
外
れ
の
雪
が
降
っ
た

翌
日(

４
／
12)

に
撮
れ
た
一
枚
で
す
。さ
す
が
に

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
手
が〝
か
じ
か
み
ま
し
た
〟。


